
温室効果ガス排出削減の取り組みに対する請負工事施行成績評定の

当面の運用について
（建設部建築局）

〇平成24年4月1日以降に完成検査を行うものから、次のとおり運用します。

１ 評定対象工事

北海道が発注する請負工事のうち、北海道請負工事施行成績評定要領において評

定の対象としている営繕工事（注）に適用する。
注1 施設の新築、改築、増築工事又は改修、改造工事（施設の規模は問わない）

注2 施設の全部又は一部の解体工事（施設の規模は問わない）

２ 評定対象とする温室効果ガス排出削減の取り組み

解体工事以外においては(1)～(5)を対象とし、解体工事においては(1)、(3)、(4)を

対象とする。

(1) 温室効果ガスの排出の少ない現場運営を行っていると認められる場合

① グリーン購入法適合品・北海道認定リサイクル製品・北海道ﾘｻｲｸﾙﾌﾞﾗﾝﾄﾞ製品

の積極的な使用

② 節水・節電の積極的な対策

③ 現場乗り入れ車両の積極的な減車など

(2) 温室効果ガスの排出の少ない材料・機器類を選定していると認められる場合

① 省エネ・高効率な機器の積極的な選定

② グリーン購入法適合品・北海道認定リサイクル製品・北海道ﾘｻｲｸﾙﾌﾞﾗﾝﾄﾞ製品

の積極的な選定

③ 製造時に温室効果ガスの排出が少ない材料・機器の積極的な選定

④ 運搬時に温室効果ガスの排出が少ない材料・機器の積極的な選定

⑤ 施設運用時に温室効果ガスの排出が少ない材料・機器（盤内配線のＥＭケーブ

ル使用を除く。）の積極的な選定など

(3) 温室効果ガスの排出の少ない工法を選定していると認められる場合

より効率的・合理的な工法の選定など

(4) 温室効果ガスの排出の少ない施工機材・工具類を使用していると認められる場合

① 高効率な施工機材・工具類の積極的な使用

② 低燃費な重機の積極的な使用など

(5) 温室効果ガスの排出の少ない施設運用方法が提示された場合

より効率的・合理的な施設運用マニュアルの提出された場合など

３ 評定方法等

温室効果ガス排出削減に寄与していることが認められる場合は、工事施行成績評

定の考査項目「創意工夫」において、評価を行い加点することとします。

４ その他

温室効果ガス排出削減の取り組みの評価を求める場合は、「工事特性・創意工夫・

社会性等に関する実施状況報告書」に評定対象とする取り組み内容を記載し提出して

ください。


